
- 1 - 

 

令和４年９月 12 日  

 

小田原市長  守屋 輝彦   様 

 

小田原市国民健康保険運営協議会 

会長   林 良英 

 

 令和４年８月 25 日開催の令和４年度小田原市国民健康保険運営協議会第２回協議会の

概要を次のとおり報告します。 

 

１ 日 時  令和４年８月 25 日（木）午後１時 30 分から午後２時 30 分まで 

 

２ 場 所  小田原市役所 ６階 601 会議室 

 

３ 出席者  委 員  湯川 増夫 

〃   田中 由美子 

〃   杉浦 史朗 

〃   西山 節子 

〃   漆畑 俊哉 

〃   長谷川 嘉春（副会長） 

〃   岡田 健 

〃   小川 恭弘 

〃   林 良英（会長） 

〃   田中 正行 

       事務局  福祉健康部長        中津川 英二 

            保険課長          佐藤 和広 

            保険課副課長        山﨑 正裕 

            保険課副課長        穂谷野 恵一 

            保険課保険料係長      釼持 学 

            保険課主査         齋藤 朋子 
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            保険課主査         塩崎 誠 

保険課主事         岡本 直毅 

欠席者  委 員  鈴木 正彦 

      〃   川越 三洋 

      〃   柏木 勢 

  傍聴者  なし 

 

４ 議題 

（１）協議事項 

協議第２号 令和３年度小田原市国民健康保険事業特別会計決算見込みについて 

協議第３号 令和３年度小田原市国民健康保険診療施設事業特別会計決算見込み

について 

協議第４号 令和４年度小田原市国民健康保険事業特別会計補正予算（案）につい

て 

 

 

 

５ 会議の概要 

（１）委嘱状交付 

   市長より交付 

（２）正副会長選出 

   会長：林委員 

   副会長：長谷川委員 選出 

（３）協議事項 

■協議第２号 令和３年度小田原市国民健康保険事業特別会計決算見込みについて 

説 明 （事務局が資料１に基づき説明） 

質 疑 等 

田中（正）委員 

新型コロナウイルス感染症の影響による保険料の減免は、丸々国庫補助の対象と

なるのか。国保財政にマイナスの影響は出るか。 
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事務局 

全額国庫補助の対象となる。 

田中（正）委員 

社会保険料は新型コロナウイルス感染症の影響による支払いの猶予を設けている

が、猶予後の保険料を通常の保険料と同時に払うことで、倒産する会社がある。

国民健康保険の制度はよい制度だと思う。 

事務局 

補足だが、令和４年度は国庫補助が４割となるとの話が現時点ではある。しかし、

令和３年度も当初同じ話であったが、結果１０割国庫補助となった経緯がある。

ただ、令和４年度については４割のままだと、国保財政にマイナスの影響が出る

可能性がある。 

 

協議第２号について、原案どおり了承された。 

 

■協議第３号 令和３年度小田原市国民健康保険診療施設事業特別会計決算見込

みについて 

説 明 （事務局が資料２に基づき説明） 

質 疑 等 

林会長 

市長からも話があったが、片浦診療所は開設 65 年経過した施設であり、老朽化

が進んでいると思うが、令和３年度に修繕の実績はあるか。経費は一般管理費

に含まれているのか。 

事務局 

経費は P.４の総務費、一般管理費で 10 万円の予算を取っている。修繕の実績と

しては、医師控室の畳の下張りを替えた。また、レントゲン室の除菌とペンキ

塗りを行った程度である。 

 

漆畑委員 

P.２の医療用機械器具費が増えているのはなぜか。 
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事務局 

令和２年度は尿検査機を購入し、令和３年度は高圧滅菌機を購入した。その差

額分が増えた理由である。 

 

長谷川副会長 

山北町や真鶴町等の同じような診療所を持っている県内他市と、患者数や医療

費を比較していく予定はあるか。 

事務局 

ある。近隣の状況を調査して、今後検討していきたいと考えている。 

 

協議第３号について、原案どおり了承された。 

 

■協議第４号 令和４年度小田原市国民健康保険事業特別会計補正予算（案）に

ついて 

説 明 （事務局が資料３に基づき説明） 

質 疑 等 

漆畑委員 

傷病手当金は一人当たりいくらか。 

事務局 

 平均３万円から５万円/件である。今の感染状況を考慮し、年度末までの対応分

として補正措置するものである。 

 

 田中委員 

 協会けんぽの話を少しすると、新型コロナウイルス感染症での傷病手当金の申

請だけで、１日 50 件処理をしている。昨年のピーク時で 80 件である。1.5 か

月から２カ月遅れで申請が増える傾向があるため、今の感染状況を考えると、

今後１日 100 件ほどが見込まれる。 

 また、療養期間は最長で 150 日程度の請求がある。テレビで言われているよう

な、後遺症の影響があるのではないかと思う。大抵は 10 日程度である。 
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 協議第４号について、原案どおり了承された。 

 

（４）その他 

 ■その他 片浦診療所の機能・施設の検討について 

説 明  

 事務局 

 片浦診療所の機能・施設について今後協議、検討項目にさせていただきたい。 

 片浦診療所は開設して半世紀以上経過しており、施設面、従事者面、運営面等、

様々な課題を抱えている施設であり、その方向性を出す時期に来ている。 

 そのため、２年ほどかけて、その方向性を出してまいりたいと考えている。 

 都度、施設を取り巻く状況や関連データ等を提示させていただくので、よろしく

お願いしたい。 

以上 


